
第
４
回
歴
史
散
歩 

 
 

毎
回
、
参
加
者
の
み
な
さ
ん
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
歴
史
散

歩
は
、
第
４
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
回
は
中
央
区
の
歴
史

散
歩
で
唐
人
町
・
今
川
地
区
に
続
い
て
２
回
目
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
参
加
者
か
ら
の
要
望
が
多
か
っ
た
鴻
臚
館
と
福
岡

城
址
跡
を
訪
ね
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

春
の
一
日
、
楽
し
く
散
歩
し
ま
せ
ん
か 

～
４
月
29
日
（
月
）
午
後
1
時
30
分
集
合
～ 

 

鴻
臚
館
は
古
代
（
飛
鳥
、
奈
良
、
平
安
時
代
）
の
迎
賓
館

に
相
当
す
る
も
の
で
、
唐
（
中
国
）
や
新
羅
（
朝
鮮
）
と
の

外
交
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
施
設
で
す
。
日
本

の
外
交
使
節
で
あ
る
遣
唐
使
や
遣
新
羅
使
の
送
迎
に
も
使
用

さ
れ
ま
し
た
。 

 

福
岡
城
は
１
６
０
０
年
の
関
ヶ
原
の
戦
い
の
後
、
黒
田
長

政
が
徳
川
家
康
か
ら
領
地
を
与
え
ら
れ
初
代
藩
主
と
な
り
築

城
し
ま
し
た
。
現
在
、
城
郭
を
囲
ん
だ
外
堀
の
一
部
が
大
堀

公
園
等
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
が
、
多
く
は
埋
め
立
て
に
よ

っ
て
消
滅
し
て
い
ま
す
。 

 

退
職
者
だ
よ
り
」
は
、
郵
送
料

と
し
て
5
年
分
２
０
０
０
円
を
納

付
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
尚
、
前

年
度
に
退
職
の
方
に
は
、
来
年
3

月
ま
で
組
合
か
ら
納
付
に
関
わ
り

な
く
お
届
け
し
ま
す
。 

 

日 
 

時 

４
月
29
日
（
月
）
13
時
30
分
～
16
時
30
分 

靴
と
服
装
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
！ 

集
合
場
所 

平
和
台
鴻
臚
館
前
バ
ス
停 

 
 
 
 
 
 

（
旧
野
球
場
登
り
口
） 

参

加

費 

３
０
０
円
（
資
料
代
等
） 

申
し
込
み 

市
職
労
書
記
局
ま
で 

 
 
 
 
 
 

電 

話 

０
９
２
‐
７
１
１
‐
４
９
４
０ 

 
 
 
 
 
 

Ｆ
ａ
ｘ 

０
９
２
‐
７
１
４
‐
４
０
１
３ 

＊
尚
、
終
了
後
に
近
く
で
懇
親
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

参
加
費 

２
５
０
０
円
程
度 

〈
注
意
〉
歩
き
や
す
い
靴
と
服
装
、
タ
オ
ル
な
ど
持
参
。 

第
2
回
「
低
山
と
花
を
楽
し
む
会
」 

 

昨
年
は
桜
が
満
開
の
大
平
山
で
し
た
が
、
今
年
は
ツ
ツ
ジ

や
藤
の
花
が
き
れ
い
な
５
月
に
天
拝
山
に
登
り
ま
す
。 

 

気
軽
に
誰
で
も
登
れ
る
低
山
で
、
登
り
と
下
り
を
合
わ
せ

て
２
時
間
半
程
度
で
す
。
途
中
に
は
“
藤
の
花
”
で
有
名
な

武
蔵
寺
が
あ
り
、
満
開
の
藤
の
花
が
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、

下
山
し
て
か
ら
二
日
市
温
泉
に
あ
る
旅
館
で
、
昼
食
を
取
り

温
泉
で
疲
れ
を
癒
し
て
帰
り
ま
す
。 

 

日 
 

時 

５
月
16
日
（
木
）
午
前
9
時
30
分 

 

集
合
場
所 

Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
前 

 

登 
 

山 

天
拝
山 

 

昼
食
入
浴 

１
５
０
０
円
程
度
（
要
予
約
） 

 
 
 
 
 
 

＊
希
望
者
は
申
込
時
に
予
約
の
こ
と
。 

 

交
通
案
内 

Ｊ
Ｒ
博
多
駅
発
→
二
日
市
駅
下
車 

９
時
06
分
発
→
二
日
市
駅
23
分
着
。 

             

 
市
職
労
退
職
者
の
会 

 

だ よ り 

Ｎｏ． １６ 

2013/4/1発 

第 3回歴史散歩、香椎宮と松本清張の「点と線」 

（注意）参加希望者は、組合書記局まで

電話か Faxで申し込んでください。 

昼食希望の方は、予約すること。 



<
役
員
会
か
ら
の
お
願
い>

 

 

市
職
労
退
職
者
の
会
は
発
足
か
ら
5
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
季
節
ご
と
に
会
員
の
皆
様
の
親
睦
を
中
心
に
取
り
組
み

を
行
い
、
多
く
の
皆
様
に
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 

取
り
組
み
の
案
内
は
「
退
職
者
の
会
だ
よ
り
」（
会
報
）
を

通
し
て
そ
の
都
度
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
役
員
会
か
ら

の
一
方
的
な
も
の
に
止
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
こ
で
「
会
報
」
を
皆
様
に
と
っ
て
よ
り
役
立
つ
も
の
、

よ
り
充
実
し
た
内
容
と
な
る
よ
う
、
皆
様
か
ら
の
投
稿
を
募

集
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

皆
様
が
退
職
後
に
新
た
に
挑
戦
さ
れ
て
い
る
趣
味
や
仕
事
、

最
近
の
出
来
事
へ
の
感
想
、
発
表
会
の
案
内
な
ど
何
で
も
結

構
で
す
。
例
え
ば
、 

① 

旅
行
で
楽
し
か
っ
た
時
の
写
真
、
俳
句
、
詩
な
ど 

② 

「
私
の
楽
し
い
時
間
」
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー 

２
０
０
～
３
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。 

③ 

お
役
に
立
ち
ま
す
、
こ
ん
な
仕
事
を
始
め
ま
し
た
。 

写
真
投
稿
は
、
福
岡
市
職
労
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
E
メ

ー
ル
を
確
認
の
う
え
「
市
職
労
退
職
者
の
会
宛
」
に
メ
ー

ル
で
送
付
く
だ
さ
い
。
そ
れ
以
外
の
投
稿
は
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
送
信
さ
れ
て
も
結
構
で
す
。
ま
た
、
退
職
者
の
会
で

企
画
し
て
ほ
し
い
事
業
な
ど
ご
意
見
・
ご
希
望
も
添
え
て

送
っ
て
く
だ
さ
い
。 

楽
し
い
写
真
や
記
事
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す 

〈
お
知
ら
せ
〉「
退
職
者
の
会
」
の
ブ
ル
ー
の
旗
が
出

来
ま
し
た
。
各
種
取
り
組
み
に
目
印
と
し
て
持
参
し
ま
す
。 

 

 

〈
組
合
短
信
〉 

 

４
月
に
入
り
新
規
採
用
職
員
の
研
修
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
今
年
の
採
用
は
、
一
般
行
政
職
で
２
６
０
人
程
で
す
。 

 

組
合
で
は
、
団
塊
世
代
の
大
量
退
職
で
組
合
員
が
大
幅

に
減
少
す
る
た
め
、
新
規
採
用
者
の
組
合
加
入
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。 

 

昨
年
は
、
新
規
採
用
職
員
が
１
９
０
名
加
入
し
て
青
年

協
議
会
の
取
組
に
も
沢
山
の
青
年
が
参
加
し
て
、
大
い
に

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
青
年
協
議
会
が
中
心
に

な
っ
て
、
昨
年
以
上
に
加
入
者
を
迎
え
た
い
と
張
り
切
っ

て
い
ま
す
。 

                  

 

活
か
そ
う
九
条
、
く
ら
し
と
世
界
に 

 

憲
法
記
念
日
の
つ
ど
い 

安
倍
自
公
政
権
の
誕
生
で
、
憲
法
「
改
正
」
問
題
が
い
よ
い
よ
政
治
の
最
大
争
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。
新
た
に
国

政
に
進
出
し
た
橋
下
徹
大
阪
市
長
と
石
原
慎
太
郎
前
東
京
都
知
事
が
率
い
る
「
日
本
維
新
の
会
」
や
「
み
ん
な
の
党
」

な
ど
は
、
次
の
参
議
院
選
挙
で
自
公
両
党
と
合
わ
せ
て
「
改
憲
」
に
必
要
な
衆
参
両
院
で
３
分
の
２
以
上
の
議
席
を

確
保
し
、
選
挙
後
の
国
会
に
お
い
て
憲
法
改
正
の
発
議
を
行
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 

発
表
さ
れ
た
自
民
党
改
正
案
は
現
行
憲
法
の
前
文
も
含
め
全
面
改
正
と
さ
れ
て
お
り
、
特
に
戦
争
放
棄
を
定
め
た

憲
法
第
９
条
を
改
め
、
自
衛
隊
を
国
防
軍
に
し
て
“
自
衛
の
た
め
の
戦
争
”
が
出
来
る
国
に
改
め
る
と
し
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
核
戦
争
の
危
機
を
自
ら
造
り
出
し
た
人
類
に
と
っ
て
、
国
家
間
の
対
立
を
武
力
で
解
決
す
る
道
は
生
命

の
源
で
あ
る
地
球
を
滅
亡
さ
せ
る
道
で
す
。
そ
の
た
め
、
い
ま
全
世
界
で
核
兵
器
廃
絶
、
核
戦
争
阻
止
の
運
動
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
唯
一
の
核
戦
争
に
よ
る
被
爆
国
日
本
の
憲
法
が
、「
戦
争
放
棄
」
を
定
め
た
の
は
「
核
の
時
代
」
を

人
類
が
生
き
延
び
る
叡
智
と
し
て
勝
ち
取
っ
た
人
類
の
宝
と
言
え
ま
す
。
改
め
て
、
憲
法
の
持
つ
意
義
を
考
え
ま
せ

ん
か
。 

日 

時 
 

５
月
３
日
（
金
）
午
後
１
時 

 
 

第
１
部 

九
州
交
響
楽
団
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
演
奏 

場 

所 
 

早
良
市
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル 

 
 

第
２
部 

講
演 

講
師:

出
水 

薫
先
生
（
九
州
大
学
教
授
） 

参
加
費 

 

５
０
０
円
（
資
料
代
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
東
ア
ジ
ア
新
時
代
の
憲
法
平
和
主
義
」 

 

昨年のクリスマスパーティーです。沢山

の青年に参加いただきました。 


